
あすか製薬は、経営理念である「先端の創

薬を通じて、人々の健康と明日の医療に貢

献する」を実現するため、メディカルニーズ

に貢献できる価値ある医薬品を創製・提供

してきました。

創立100年を迎え、新たな挑戦を続けなが

らも、私たちに根づくDNAは、この先も一

貫して変わることはありません。

ホルモン製剤の 
研究・製造・販売 
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製薬企業として創立
1920年、横浜市南吉田町に、創業
者 山口八十八が帝国社臓器薬研究
所を創設。動物の臓器から有用な医
薬品を創り出すという独創的な発想
により、ホルモン製剤の研究・製造・
販売を開始。1936年、高津工場(旧 
川崎研究所)を開設。

1920

事業基盤を確立して 
株式上場

戦争により焼失した本社・工場を
戦後、新体制で再建。研究、生産設
備の新設、営業体制の拡充により、
新製品を相次ぎ開発、上市。動物
薬事業にも取り組む。1955年に東
京証券取引所に上場。

1955 経営の多角化と
大型新製品の上市

「内科」「産婦人科」「泌尿器科」を重点
3領域とし、スペシャリティファーマとし
てのポジショニングを強化。臨床検査
事業、医薬品原料・食品・医療器具な
どの事業にも取り組む。1980年、いわ
き工場を開設。1997年、ドイツ・フラン
クフルトに国際駐在員事務所を開設。

1980

あすか製薬株式会社の
誕生

2001年、本社ビルを竣工。2005年
にグレラン製薬株式会社と合併し、

「あすか製薬株式会社」が発足。新薬
への展開を強化するとともに、ジェネ
リック医薬品事業にも本格的に参入。

2005

次なるステージへの
挑戦

2016年度から2020年度までの
5ヵ年の中期経営計画「ASKA 
PLAN 2020」がスタート。「スペ
シャリティファーマとしての飛躍」

「持続的成長への足固め」を位置
づけとし、「存在感のあるスペ
シャリティファーマ」を目指す。

2016

さらなる 
ステップアップに向けて

創薬機能の再構築を中心とした新薬
事業を強化するために、川崎研究所を

「湘南ヘルスイノベーションパーク（湘
南アイパーク）」へ移転。
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あすか製薬の歩み

あすか製薬の

 100年、
そしてその先へ

東京証券取引所 
市場第一部に

指定替え
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